
 

 

せたな町総合計画策定審議会 

第３回生活環境専門部会 
 

 

と き／平成１９年１１月９日(金) 午後１時３０分～ 

ところ／せたな町役場第１委員会室 

 

 

 

 

■次第 

 

１ 開会 

２ 開会あいさつ 生活環境専門部会部会長 

３ 協議事項   (1) 計画原案の内容確認 

４ その他    (1) 今後の予定 

５ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

せたな町総合計画策定審議会生活環境専門部会 
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■せたな町総合計画策定審議会「生活環境専門部会」委員名簿 

 氏  名 役      職 出欠

部会長 佐久間 治 男 北檜山区合併特例区協議会長 (北檜山区)  

副部会長 福 田 東洋司 大成区合併特例区協議会長 (大成区)  

委 員 佐 藤 佑 二 せたな町建設協会長 (北檜山区)  

委 員 石 川 文 枝 都市計画審議会委員 (北檜山区)  

委 員 稲 船   弘 久遠郵便局長 (大成区)  

委 員 濱 口 幸 登 元宮野郵便局長 (大成区)  

委 員 熊 野 主 税 せたな町議会議員 (瀬棚区)  

委 員 三 宮   武 瀬棚町内会連合会副会長 (瀬棚区)  

委 員 武 山 正 悦 瀬棚区合併特例区協議会副会長 (瀬棚区)  

委 員 菅 原 克 博 北海道檜山支庁地域政策課長 (檜山支庁)  

 

■せたな町 

 氏  名 役      職 出欠

策定委員長 道 高   勉 副町長  

策定副委員長 久 保   一 教育長  

策定副委員長 越 野 邦 夫 大成総合支所長  

策定副委員長 小 林 義 悦 瀬棚総合支所長  

 碇 谷 恵 一 総務課長  

 井 口 勝 則 町民児童課長  

 水 野 幸 雄 産業振興課長  

 石 田   隆 建設水道課長  

 原 田 一 美 大成総合支所総務税務課長  

 近 藤 博 司 大成総合支所町民福祉課長  

 橋 詰 三智夫 大成総合支所産業建設課長  

 新 保 修 二 瀬棚総合支所総務税務課長  

 市 村   保 瀬棚総合支所産業建設課長  

 松 本   貢 せたな消防署長  

 藤 谷 博 一 せたな消防署大成支署長  

 三 浦 弥四郎 せたな消防署瀬棚支署長  

 

■事務局 

 氏  名 役      職 出欠

 成 田 円 裕 政策調整課長  

 福 士 裕 継 政策調整課長補佐  

 吉 田 有 哉 政策調整課まちづくり推進係主任  

 白 戸 威 仁 政策調整課まちづくり推進係  
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■協議事項(1) 総合計画原案の内容確認 

１ 総論 

２ 基本構想 

３ 基本計画 

<生活環境専門部会所掌事項> 

  ・基本目標３ (1)環境、景観の保全と創造 

         (2)公園、緑地、水辺の整備 

         (3)上下水道の整備 

         (4)環境衛生対策の推進 

         (5)消防、防災体制の充実 

         (6)交通安全、防犯、消費者対策の充実 

 ・基本目標４ (1)調和のとれた土地利用の推進 

(2)市街地の整備 

         (3)住宅対策の推進 

         (4)道路網の整備 

         (5)公共交通機関の充実 

       (7)情報ネットワークの充実 

  ・基本目標６ (1)新時代のコミュニティ形成 
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■その他 今後の予定 

 
期日 作業内容 備考 
11/8(木) 第 3 回審議会産業経済専門部会 

(13:30～、第 3会議室) 
 

計画原案の審議、確認。 
 

11/9(金) 第 3 回審議会生活環境専門部会 
(13:30～、第 3会議室) 
 

計画原案の審議、確認。 
 

11/15(木) 第３回審議会福祉文教専門部会 
(9:30～、第 3会議室) 
 

計画原案の審議、確認。 
 

11/20(火) 第 3 回策定審議会 
(10:00～、健康センター) 

各専門部会において整理された計画 
案により、最終決定を行い、審議会会
長から町長に対し答申する。 
 

 

12/ 第 4 回定例議会 総合計画「基本構想」上程審議 

 

3/ 計画書完成 ダイジェスト版を全戸配付。 
計画書本体を審議会委員及び関係機関
に配布。 
 

 

 ※実施計画の考え方 

  (1) 具体的に実施する主要事業を示します「実施計画」(３か年)については、より確実

性の高いものとするため、平成 20 年度予算編成作業の推移を見ながら整理したいと

考えています。 

  (2) この実施計画は、毎年ローリングするものとしています。また、事業の実施にあた

っては、掲載されている事業であっても逐次状況を見ながら実施するとともに、掲載

されていない事業であっても、都度、緊急性を総合的に判断し実施することとします。 

  (3) したがって、今回の実施計画については、継続すべき事業を中心に掲載することを

基本とし、新規事業においては、緊急度等を勘案しながら現時点で関係機関等と調整

が整っている事業についてのみ掲載することとします。 

  (4) 以上の考えに基づき整理したいと思いますので、委員の皆さんへは計画書本体と一

緒に送付させていただきます。 

 

 


